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１．はじめに 
 島根県松江市には、オープンソースのプログラミング言語である Rubyの開発者まつもとゆきひ
ろ氏が在住しており、この Ruby やオープンソースを軸とした情報産業振興に取り組んでいる。
Rubyは、Webアプリケーションの開発に適していると言われ、素早く市場にサービス投入したい
顧客のニーズに応える点で注目されている。松江市は、世界に通用するオンリーワンの素材とし
て Rubyに着目し、2006年度に市の施策として、「Ruby City MATSUEプロジェクト」をスタート
させた 1)。島根県やしまね産業振興財団においても、情報産業振興を重点施策に掲げ、県内 IT 産
業の競争力アップを目指している。2012年 4月に、Rubyはその言語仕様が国際規格 ISO/IEC 30170

としても登録され、今後ビジネス分野でのさらなる活用も見込まれている。産学官連携の関わり
では、シーズ発表会等の取り組みによって、県内 IT 企業と研究者との共同研究という新しい形態
での連携も生まれ始めた 2)。本稿では、産学官連携に関わる、これらの最近の動きを紹介する。 

２．島根県の情報産業 
 島根県情報産業協会が実施した調査 3)によると、2012年度末の時点での県内ソフト系 IT企業（計
59 社）の売上高は 178 億 4100 万円、従業員数は 1,127 人と報告されている。2008 年度と比べる
と、売上で 34.7％、従業員数は 10.0％の増加である。全国レベルでは、リーマンショックを挟ん
で乱高下しているのに対して、島根県の IT 産業は安定した増加傾向を示している。Ruby による
開発案件についても、76件（2008年度）から 271件（2012年度）と増加、売上額も 3.6億円（2008

年度）から 8.0億円（2012 年度）と増加している。島根県やしまね産業振興財団では、Rubyを含
め、エンジニアを対象とした IT 人材育成支援事業を実施しており、松江市でも、地元教育機関に
おける Ruby講義の設置等、積極的に人材育成を行ってきた。また、島根県、松江市ともに、企業
誘致活動を精力的に行っており、県外 IT 企業が複数進出し、新たに開発拠点やデータセンターが
開設されている。2006年度から続いている情報産業振興施策も成果として数字に表れてきた 4)。 

３．情報分野のシーズ発表会の開催 
 島根県・松江市の情報産業振興における大学の関わりとして、当初は、学生に対するプロ
グラミング教育や、大学主導の研究プロジェクト等が中心であった。産学官連携という点で
一つの転機となったのは、島根県、しまね産業振興財団、松江市等と連携して、2009年度か
ら 3か年に渡って開催した「情報分野研究シーズ発表会」の開催である。Rubyやオープンソ
ースに限らず、情報分野全般をテーマとし、島根大学及び松江高専による研究成果を発表し
た。情報分野の産学連携は、企業側が求める「ニーズ（現場での開発課題）」と、大学側が捉
える「研究」の考え方に違いがあり、難しい部分がある。しかしながら、シーズ発表会の開
催により、情報分野の研究者と地元 IT 産業界との接点を増やすことができた。これにより、
まだ一部の研究者の動きではあるが、共同研究や委託研究の実施等、新たな連携も生まれた。 

４．最近の動き 
 島根大学の廣冨研究室では、2013 年度から、松江市の補助事業として「実践的 Ruby プロ
グラミング実習」を実施しており、今般、題材として用いられているソフトウェアが「福祉
機器コンテスト 2013」の機器開発部門において最優秀賞を受賞した 5)。同じく、島根大学の
六井講師は、2009 年度に開催したシーズ発表会でマッチングした、株式会社テクノプロジェ
クト（松江市）と「三次元カラーバーコードシステム」に関わる共同研究を実施し、今般、
医療分野等における情報共有システムとしての実用化に向けて実施許諾契約が締結された 6)。
本稿の発表時には、これらの連携事例について具体的な内容及び連携のプロセスを述べると
ともに、研究者と担当コーデイネータとの関わりについても論じたい。 
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